
中

国

の

世

界

戦

略

と

国

際

環

境

ー
国
家
エ
ゴ

イ
ズ
ム
の
時
代
の

は
じ
め
に

資源、
海
洋
権、
人
口
とい
っ
た人
類の
生
存に
とっ
て
もっ
と
も

原
生
的か
つ
根
本
的
な
課
題
が、
い
ま
や
七
0
年
代
国
際
政
治の
重
要

な
規
定
要
因
に
な
ろ
うと
し
てい
る。
こ
の
こ
と
は、
一
つ
の
賢
明
な

常
識と
し
て
はつ
ね
に
念
頭
に
あっ
た
の
で
あ
ろ
う
が、
国
際
政
治の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
な
か
に
明
確に
位
置づ
け
ら
れ
て
今
日の
状
況
が

予
測
さ
れ
た
こ
と
はほ
と
ん
ど
な
かっ
た
とい
っ
て
よ
い。
そ
れ
だ
け

に、
第
四
次
中
東
戦
争がっ
く
り
だ
し
た
石
油・
エ
ネル
ギ
ー
危
機は

わ
が
国
を
は
じ
め
全
世
界に
大
き
な
衝
撃
を
与
え、
諾
国の
ナショ
ナ

ル・
イン
タレ
ス
ト
を
背
景に
し
た
国
家エ
ゴ
イズ
ム
の
娼
獄
を
も
た

ら
し
た。
こ
の
よ
う
な
状
況の
な
か
で
中
国は、
H
石
油・
エ
ネル
ギ

「
第
三
世
界
」

論

ー中

嶋

嶺

雄

ハ
双
京
外
国路
大
学
助
教授〉

l
危
機u
を
「
石
油
を
武
器と
し
て
た
た
か
わ
れ・た
右
泊
闘
争」
と
し

て
位
置づ
け、
「
石
油
闘
争」
の
偉
大
な
勝
利
を
大い
に
称
え
て
い

る。
だ
が、
その
よ
うな
中
国の
観
点に
も
か
か
わ
ら
ず、
過
般
の

「
石
油
戦
争」
は
反
函で、
今
日の
世
界の
も
う一
つ
の
重
要な
側
面

を
示
し
だ
し
た。
そ
れ
は、
い
う
ま
で
も
な
く、
今日の
世
界で
は
国

際
的
な
相
互
依
存
関
係
がい
か
に
大
きい
か、
とい
う
問
題
で
あっ
た。

こ
の
点で
ア
ラ
ブ
の
「
石
油
戦
争」
は
反
面の
勝
利
を
得た
け
れ
ど
も

国
際
的
な
相
互
依
存
関
係の
大
き
さとい
う
現
実に
打ち
勝つ
こ
と
は

で
き
な
かっ
た
の
で
あ
る。
だ
と
す
れ
ば、
こ
の
国
際
的
な
相
互
依
存

関
係とい
う
巨
大
な
紐
帯
を
切
断
する
こ
との
な
か
に
こ
そ、
中
国に

とっ
て
の
新しい
世
界
革命
戦
略の
基
礎が
置か
れ
ね
ば
な
ら
ない。

現に
中
国は、
七
四
年四
月の
国
連
資
額
特
別
総
会
で
「い
まこ
そ
わ

au
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れ
われ
が
互い
に
依
存し
あ
うとい
う
事
実
を理
解し
なけれ
ば
な
ら

ない」
旨を
再三
強調し
た
キッ
シ
ン
ジャー
米
国
務長
官の
立
場を

「
既存の
帝
国
主
義の
抑
圧と
搾
取の
国
際
政
治
観」
だ
とし
て
批判

し
たの
で
ある（「第三世界跨閣の
代表が超大国の収奪・
支配を糾弾」

『北京周報』一
九七四年
第十七号参照）。

とこ
ろで、
今日の
世
界
情
勢につ
い
ての
中国の
立
場は、
国
連

資源
特
別
総会に
中国
代
表
団長
として
登一
揖し
た
郵
小
平・
副総理

に
よっ
て
は
じ
めて
全面
的に
開
陳され
たといっ
て
よい。
こ
の
郷

小
平
演
説は、
世
界の
桧
舞台
に
お
ける
中国の
新しい
世
界戦
略の

公
式の
提
示とし
て
注目
すべ
きもの
で
あ
り、
今日の
世
界を
「
天

下
大い
に
乱れ
る」
世
界と
規
定し
て
きた
中国の
世
界認
識を
明
確

に
戦
略化し
た
もの
で
も
あっ
た。
しか
も、
その
よ
うな
任
務を
担

っ
た
郷
小
平一
行の
北
京での
送迎には、
周
思
来
総理
以下、
王
洪

文、
葉
剣
英、
張
春
橋、
江
官、
挑
文
元ら
が
四
千
名もの
大
衆とと

もに
空
港に
集い、
ド
ラ
や
太
鼓で
歓
呼の
声を
あ
げたの
で
ある。

況
文
化
大
革命
期に
実
権派
第二
号
とし
て
失
脚し、
昨
春
復
権し
たば

鰍
か
りの
郵小
平の
こ
の
よ
うな
壮挙は、
彼が一
九六三
年八
月、
モ

岨
ス
ク
ワ
での
中ソ
両共産
党会
談
決
裂に
よっ
て
北
京へ
英雄
的に
帰

慨
還し
た
際の
情
景を
都労
務とさ
せ
る
もの
が
ある。
そし
て、
こ
の
よ

川町
う
な
郷
小
平の
活
躍は、
彼が
中国の
世
界戦
略の
新しい
定
式化に

酌
理
論
的イ
デオロ
！
グ
とし
ての
彼本
来の
面
目
躍
如たる
もの
を
も

中
っ
て
参与し
てい
る
こ
と
を
示
すば
か
りか、
「
批
林
批孔」
運動が

明らか
な
周恩
来
批判を
含
意しつ
つ、
きわ
めて
曲
折の
多い
流動

的な
状況
をた
どっ
てい
る
今日の
中圏内
政に
お
ける
郵
小
平の
重

要な
役
割を
も
示
唆し
てい
るとい
わ
ねば
なら
ない。
もと
よ
り
中

国の
世
界戦
略は、
た
と
えば
六
0
年代
前半の
劉少奇、
郵小
平、

彰
其ら
実
権派の
リー
ダーシッ
プ
が
提
起し
た
「
中
間地
帯
倫」、
六

九
年の
九
金
大会に
みら
れ
た
林彪
主
導下に
よる
対ソ
仙
職戦
略に

見ら
れる
よ
うに、
中国
共産
党
権力内
部の
リー
ダーシッ
プの
推

移に
よっ
て、
それぞ
れ
非
連
続な
世
界戦
略とし
て
提
起され
得る

こ
と
を
考える・へ
きで
あろ
う。
それ
だ
けに、
郵
小
平演
説が
示し

た
新しい
世
界戦
略は、
内に
「
批
林
批孔」
運動をか
か
える
中国

が
「
天
下
大い
に
乱れ
る」
世
界
情
勢を
再認
識し、
再
検
討し
た
う

えで
提
起し
た
新しい
世
界戦
略だ
とい
わ
ねば
なら
な
い
の
で
あ

る。
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中
国
の
新
し
い
世
界
戦
略

で
は、
郷
小
平が
国
連の
場で
提
起し
た
新しい
世
界戦
略とは
な

にか。
それは、
どの
よ
うな理
由に
おい
て
新しい
世
界戦
略なの

4M

 
郵
小
平は
ま
ず、
「『天下
大い
に
乱れ
る』
とい
う
情
勢の
もと

で、
世
界の
各
種の
政
治
勢力には、
長
期に
わ
たる
カくらベ
と
闘

争に
よる
急
激な
分化と
再
編
成が
起
きてい
る」
と
述べ
てい
る。

こ
うし
た
情
勢把
握は、
第一
に、
「
戦
後の一
時
期に
存在し
てい



た
社会主義陣営は 、
社会
帝国主義が
現われたため 、
すでに
存

在しなくなっ
た」
とい
う
深刻な
対社会主
義観と 、
第こ
には 、

「西側の
帝国主義集団も 、
資本主義の
発展不均衡の
法則によ

っ
て 、
四
分五
裂にお
ちいっ
てい
る」
とい
う
対資本主義観とに

よっ
て
支えられている 。

こ
うした
世界認識に
立脚すれば 、
世界は 、
「アメ
リカとソ

連が
第一
世界で 、
アジア・
アフ
リカ・
ラテン
アメリカの
発展

途上
国とその
他の
地域の
発展途上
国が
第三
世界であり 、
この

両者の
間にある
発達国が
第二
世界である」
として
戦略的に
範

時化される 。
もとより 、
郵小平の
場合におい
て
も 、
「世界制

覇をもくろんでいる」
米ソ
両超大国にかんしては 、
「
他国を

あな
どる
面では 、
社会主義の
旗をかかげた
超大国がと
くに
悪

掠である」
として 、
ソ
連が
第一
の
主
敵であるとい
う認識に
変

りは
な
く 、
ソ
速は「新椋民地主義的経済収奪」
をおこ
なうと

ともに 、
「世界の
兵器商人」
になっ
ていて 、
「口
先での
社会

主
義 、
実際の
帝国主義であること
をいっ
そう立註してい
る」

と
語られてい
て 、
郵
小平演説にみられる
反ソ
感は
きわめてト

ーンの
強い
ものである 。

このよ
うな
図式の
なかで 、
「
中国は
社会主義国であリ 、
ま

た
発展途上
国で
もある」 。
したがっ
て
「
中国は
第三
世界に
属

してい
る」
とい
うのが

今日の
中国の
基本的世界認識であり 、

そして 、
このよ
うな
状況におい
て
「当面の
世界のおもな
傾向

は
革命である」（毛沢東）
としたとこ
ろに
中国の
新
し
い
世
界

革命戦略の
輪郭が
明白に
示し
出されているといわねばならな

、νこのようなかたちで
新たに
提示された
中国の
世界革命戦略

は 、
かつ
て 、
六0年代前半に
提起された「
中間地帯論」 、
文

化大革命
期のいわゆる「造反外交」 、
林彪異変 、
米中接近と

い
う大きな
変化のの
ちに
復活したソ
連を主敵とする「新中間

地帯論」
を
経て
今日にい
たっ
たのであり 、
このような曲折し

たプロ
セスのなかでの
中国外交と
世界戦略がさまざまな試錬

にさらされ 、
それぞれの
時期の
対外態度をめ
ぐっ
て内政上の

角逐も相次いだの
ちに 、
最近の「天下
大い
に
乱れる」
情勢を

直視するなかで
新し
く提起されたものであっ
た 。
もとより 、

中国の
対外関係は 、
「
国家関係」
2gg－g・ωggHE
ESC、

「人
民関係」（
30匂戸
20・
33ぽ
宮－
EOB〉 、「革命関係」
色？

S『
E・g－
PBE色
何色白巴ロロ帥）
とい
う
三つのレベ
ルの
対外原則

によっ
て
規定され 、
その
誼点が
変異する振幅もきわめて
大き

かっ
た 。
米
中接近 、
日
中国交を
頂点
と
す
る
周恩来主導型の

「国家外交」
QZ円
20・ωEg
o－－0525
が一
時期 、
中国の
対

外
態度を
規定し 、
いわゆる「革命外交」
320Z
EEミ
巴マ

－ogR5
は 、
国家外交に
大きく
腐をゆ
ずっ
たかにみえたが 、

「
批林批孔」
運
動の
発展のなかで 、
最近 、
周恩来のリーダー

シッ
プに
掛りが
見えはじめたとき 、
このよ
うな新しい
世界草
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中国の世界移絡と国際環筑
命戦略が都小平の
手によっ
て
提起されたこ
との
意味は
それだ

けに大きく 、
「国家外交」
中心の
中国の
対外
態度が
再び
「
革

命外交」
の
方向へ
重
点を転移しつつ
あるこ
とのあらわれだと

もい
え
なくもない 。

もとより 、
この
よ
うな転移を 、
対外態度の
明確な転換とし

て
とらえるにはまだまだ
不透明な部分が
多く 、
その
不透明さ

は 、
ひとえに
中圏内政の
流動的な不透明さの
反映で
もある 。

たとえば 、
この四
月に
実現したマ
レ
ーシアとの

国交
樹立の
交

渉過程で 、
旧ボル
ネオ
領マ
レ
ーシ

アの
サラワクゲリラが
昨秋

楽 、
大量帰順して
注目されたが 、
この
よ
うな
突発事態は 、
中

国とマ
レ
ーシアの

国家関係の
進展と
密接なかかわりあい
をも

っ
てい
ると
思われる
反面 、
中国は
「マ
ラヤ革命の
声」
放送に

基づいて
「一
部の
者が
敵に
屈服 、
降伏した
事件」
に
もかかわ

ら
ず 、
反政府武装闘争を継続する
旨を強調した
北カリマン
タ

ン
共
産
党
中
央
委
員
会
議
長
の
声
明
ハ「
武
力
に
よ
る
国
家
権
力
奪
取
の
道

を
歩
み
つ
づ
け
る
」、
『
北
京
周
報』
一

九
七
四
年
第
十
七
号、

参
照）

を

最

近公表し
て
こ
れに
激励を与えてい
る
のである 。

タイに誕生したサン
ヤ
文民政権が
対中国交へ
の
瀬踏みを
開

始してい
るに
もかかわら
ず 、
去る八
月七日の
新
華社報道は
久

々
に
「タイ人
民の
声」
放送社説「武装闘争の
道を堅持し 、
人

民戦争を拡大し 、
よ
り大きな

勝利をか
ちとろう」
を
紹介して

これを鼓舞し 、
同月十日に
も「タイ人
民武装勢力
は
本
年
前

半 、
東北部 、
北部 、
南部 、
中部の
各戦場で
大きな戦果をあげ

た」
と
開放送が
伝える
戦果を報じ 、
同時に
タイに
は
す
で
に

「地方革命政権」
が
誕生してい
ると報道してい
る 。
フィ
リピ

ン
共産党の
武装部隊・
新人
民軍の
活動の
激化とい
う理由で
戒

厳令を施行してい
るフィ
リピンにたい
しては 、
周思来総理の

招待によっ
てイメルダ・
マ
ルコ
ス
大統領夫人がこの
九月に
中

国に
招かれるなど「国家外交」
も決して
消滅してい
ないが 、

右の
よ
うなアジアの
武装議命勢力支援の
姿勢は 、
周恩来型の

現実主義外交が
前面にクロ
ーズ・

アップされてい
たときには

ほ
とんど

影をひそめい
てい
た
ものであり 、
この
点に
も・中国の

新しい
世界戦略が
提示されたことの
意味が
映し
出されてい
る

とい
わねばならない 。

とこ
ろで 、
中国の
世界革命戦略の
推移をここでふりかえる

なら 、
抗日戦争の
経験に
基づい
た「毛沢東思想」
における
包

囲の
論理に
含まれる「
中間地帯」
とい
う発想に
依拠して
形成

された 、
い
わゆる「中間地帯輪」
は 、
一
九五六
年の
中国共産

党八全大会における
劉少奇政治報告 、
五0年代後半の
潜在的

な
中
ソ
論
争
期
に
お
け
る
予
兆
カ
署
名
論
文
ハ「
新
生
の
カ
は
必
ず
腐
朽
し

た
カ
に
打
ち
か
っ
」、
『
紅
旗』
一

九
五
八
年
第
六
号）

を
経
て、

い
わ
ゆ
る

実権
派勢力の
主
樽
下に
一

九六三
年
三
月の
『
紅旗
』

編

集部
論
文

「再びトリアッ
ティ
同志とわ
れ
わ
れ
との
意見の
相違を論ず

る」
におい
て
公式に
定式化され 、
さらに一
九六四
年一
月二
十
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一
日
付
『
人
民
日
報』
社
説
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義に
反
対
する
全
世

界の
すぺ
て
の
勢
力
は
団
結せ
よ
f」
に
お
い
て
こ
の
「
中
間
地
裕」

が
第一
地
帯
と
第二
地
紡に
区
分
さ
れ
た
の
で
あっ
たハなお、
「
中間

地
帯
給」
形
成
の
経
線
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
詳
し
く
は、

拙
著
『
現
代
中
国

絵』

第
七
章
の
2
「『中
間
地
帯』

税
の
意
味
と
背
景」、

管
木
将
店、
一
九
六

四年
初版、
一
九七一
年増補版参照〉。
す
な
わ
ち、
そ
こ
で
は、
ア
メ

リ
カ
が
主
敵
と
さ
れ、
社
会
主
義
陣
営と
の
あい
だ
に
は
広
汎
な
「
中

間
地
帯」
が
あっ
て、
その
「
中
間
地
帯」
は
ア
ジ
ア、
ア
フ
リ
カ、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
成
る
「
第一
中
間
地
帯」
と、
先
進
資
本
主
義

諸
国か
ら
成
る
「
第二
中
間
地
帯」
と
に
区
分
さ
れ、
当
面の
世
界の

矛
盾の
焦
点は「
第一
中
間
地
帯」
に
あ
り、
そこ
で
の
民
族
解
放
武
装

闘
争こ
そ
世
界
革
命の
原
点
だ
と
さ
れ
た
の
で
あっ
た。
こ
の
よ
う
な

「
中
間
地
帯」
論
に
基づ
く
世
界
戦
略
が
実
験に
移さ
れ
た
典
型
的
な

例
こ
そ、
イン
ド
ネシ
ア
の
九・
三
O
ク
ー
デ
タ
ー
で
あっ
た
が、
九

・
三
O
ク
ー
デ
タ
ー
が
悲
劇
的
な
失
敗
に
帰
す
る
や、
その
貨
任は
文

化
大
革
命で
批
判
さ
れ
た
実
権
派
勢
力
に
帰
せ
ら
れ
て
い
っ
たの
で
あ

る。
『
紅
旗』
一
九
六
七
年十一
号
社
説「
イン
ド
ネ
シ
ア
人
民は
団

結し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
政
権
打
倒の
た
め
に
戦
お
う」
は、
九・
三
O
ク

ー
デ
タ
ー
失
敗の
賀
任
を、
劉
少
奇
H
彰
其H
ア
イ
デイ
ツ
ト
路
線に

よ
る
「
主
観
主
義、
日
和
見
主
義、
現
代
修正
主
義」
に
州し
た
イン

ド
ネ
シ
ア
共
産
党の
見
解
を
明
白に
支
持し
て
い
た。

こ
の
よ
う
な
経
緯の
の
ち
に
実
権
派
リ
ー
ダ
ー
が
文
化
大
革
命で
打

倒
さ
れ
る
過
程で
は、
い
わ
ゆ
る
「
造
反
外
交」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ、
中
国の
対
外
諸
関
係
は
狭
め
ら
れ
て、
一
時は
外
交
不
在に
近い

状
況
が
現
出し
た。

こ
うし
た
な
か
で
中
国は
著しい
対
外
的
苦
境に
陥っ
た
が、
六
八

年八
月、
ソ
連の
チェ
コ
へ
の
寧
事
介入
を
目
撃
する
やソ
連
を
「
社

会
帝
国
主
義」
と
規
定し
は
じ
め、
や
が
て
文
化
大
革
命が
収
拾
段
階に

入っ
た
六
九
年四
月の
九
金
大
会で
は、
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義と
ソ

連
社
会
帝
国
主
義」
と
の
闘
争、
と
り
わ
け
対ソ
備
戦
体
制の
強
化が

叫
ば
れ
た
の
で
あっ
た。
こ
の
立
場は
七
O
年
元
旦の
『
人
民
日
報』

ほ
か
三
紙
誌
共
同
社
説「
偉
大
な
七
0
年
代
を
迎
え
て」
に
お
い
て
も

引
きつ
が
れ、
さ
ら
に
七
O
年
四
月
七
日の
北
朝
鮮との
共
同
戸
明で

は
「
す
で
に
復
活し
た
日
本
軍
国
主
義」
と
の
闘
争が
戦
略
的
課
題と

し
て
追
加
さ
れ
た。
同
年
五
月二
十
日の
毛
沢
東
声
明「
全
世
界の
人

民は
団
結し
て
ア
メ
リ
カ
侵
略
者
と
その
あ
ら
ゆ
る
手
先
を
打ち
ま
か

そ
うf」
は、
反
米
闘
争の
重
要
性
を
強
調しつ
つ、
「
当
面の
世
界

の
お
も
な
傾
向は
革
命で
あ
る」
こ
と
を
再
確
認し
た
も
の
で
あ
っ

た。
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こ
の
よ
う
な
中
国の
立
場は
六
九
年
後
半の
中ソ
軍
事
衝
突、
米
中

接
近へ
の
ア
メ
リ
カ
側
の
シ
グ
ナ
ル
受
信とい
う
体
験
を
経て
七
0
年

代
国
際
敬
治
を
大
国の
パ
ワ
l－
グ
ーム
と
し
て
強
く
意
識し
は
じ
め

た
と
き、
大
き
く
変
化し
は
じ
め
て
いっ
た。
七一
年
元
旦の
三
紙
誌

共
同
社
説「
毛
主
席の
革
命
路
線に
沿っ
て
前
進し
よ
う」
は、
中
国



の
「
超
大
国
拒
否
宣
言」
と
目
さ
れる
も
の
で
あっ
た
が、
こ
こ
で
中

国は
米ソ
を
超
大
国と
規
定し
て
「
中
国は
い
か
な
る
と
き
で
あ
ろ
う

と
超
大
国に
は
な
ら
ない」
と
言
明
す
る
と
と
も
に、
超
大
国に
た
い

する
「
多
くの
中
小
国」
の
役
割
り
を
重
視し、
同
時に
中
国が
こ
れ

ら
「
中
小
国」
の
味
方で
あ
る
旨
を
強
調し
た
の
で
あ
る。
こ
こ
に
は

当
然、
中
国
自
身
が
「
超
大
国」
で
は
な
く
て
も
「
大
国」
で
あ
る
と

の

自

覚

が

あ

ら

わ

れ

て

お

り
、

（

呑

滋

『

大
公

報
』

七
一

年
一

月

九
日

の

解説〉、
七
0
年
代
国
際
政
治の
パ
ワ
l・
グ
1
ム
に
積
極
的に
参
加

し
よ
うと
す
る
中
国

自身’の
位
置づ
け
を
お
こ
なっ
て
ゆ
こ
うと
す
る

姿
勢が
表
明
さ
れ
て
い
た。
こ
の
年
秋、
中
国の
国
連
参
加
が
実
現し

た
が、
同
年
十一
月、
喬
冠
華・
中
国
代
表
団
長
は、
最
初の
国
連
演

説
で
中
国は
「
ア
ジ
ア、
ア
フ
リ
カ、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど

の
固
とに
と
同
じ
く
第
三
世
界に
属
す
る」
と
語っ
た
の
で
あっ
た。

こ
の
よ
ヨ
な
状
況の
な
か
で、
他
方で
は
米
中
接
近の
歩み
は
す
す

み、
七二
年二
月のニ
ク
ソ
ン
訪
中と
なっ
た
が、
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
を

「ソ
修
社
会
帝
国
主
義
を
孤
立
さ
せ
る
た
め
の
重
要な
戦
略
配
置で
あ

る
」

ハ
一

九

七
一

年

七

月
二

O
日

付
「
ニ

ク
ツ

ン

の

北

京

訪

問
に

か

ん

す

る

中

共
中央の
通知」
〈内
部
文
献〉）
と
し
て
対
内
的に
説
明し
た
中
国
は、

「
米
中
共
同
声
明」
を
契
機に
「
国
家
外
受」
へ
の
大
き
な
転
換
を
遂

げて
ゆ
く。
そ
し
て
七二
年
元
旦
の
三
紙
誌
共
同
社
説
「
団
結し
て、

更に
大
き
な
勝
利
を
か
ち
と
ろ
う」
に
は、
「
革
命
外
交」
を
恩
わ
せ

る
表
現は
まっ
た
く
見
出
せ
な
かっ
た。
「
日
本
軍
国
主
義」、
「
米

中国の世界砂絡と国探環境

日
反
動
派」
とい
う
表
現が
中
国の
公
式の
メ
ディ
ア
か
ら
急
速に
消

え
て
ゆ
くの
も
こ
の
頃で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
状
況の
な
か
で
同
伴
九

月、
日
中
国
支は
急
激に
実
現し
た
か、
その
直
後の
七二
年
十
月一

日
付
国
慶
節の
三
紙
誌
共
同
社
説
「
新た
な
勝
利
をか
ち
と
ろ
う」
は

当
然の
こ
と
な
が
ら
日
中
国
交の
成
果
を
強
関
す
る
と
と
も
に、
「
趨

大
国の
権力
政
治と
覇
措
主
義へ
の
反
対は、
す
で
に
各
国
人
民の
共

通の
要
求と
なっ
て
い
る。
第一
中
間
地
帯だ
け
で
な
く、
第二
中
間

地
帯
で
も、
ま
す
ま
す
多
くの
国
ぐ
に
が
異
なっ
た
形
態、
異なっ
た

範
囲で
連
合し
て、
て
こ
の
超
大
国に
反
対
する
闘
争を
す
すめ
て

い
る」
と
述べ、
さ
ら
に、
「ソ
修
裏
切
り
者
集
団は、
古
株の
帝
国

主
義
国
よ
り
も
大
き
な
欺
輔
性
を
もっ
て
お
り、
し
た
がっ
ていっ
そ

う
危
険で
あ
る」
と
言
明し
た
の
で
あっ
た。
つ
ま
り、
こ
こ
に
「
中

間
地
帯
論」
は、
六
0
年
代
前
半の
ア
メ
リ
カ
を
主
敵
と
する
「
中
間

地
帯
論」
に
か
わっ
て、
ソ
連
を
主
放と
す
る
そ
れ
と
し
て
復
活し
た

の
で
あ
る。
こ
う
し
た
戦
略配
置は、
や
が
て
翌
七
三
年
八
月の
十
金

大
会に
お
け
る
周
恩
来
政
治
報
告に
も
受
けつ
が
れ、
同
時に、
「
当

面の
国
際
情
勢の
特
徴は
天
下が
大い
に
乱
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る」

と
し
て
「
天
下
大
乱」
の
観
点
を
公
式に
提
示
し、
「
緩
和
は一
時

的、
表
面
的
な
現
象で
あ
り、
大
動
乱は
な
お
もつ
づ
くで
あ
ろ
う」

と
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る。

も
と
よ
り、
周
思
来
報
告は、・
現
実
主
義
外
交
を
主
導し
て
きた
周

思
来
自
身の
本
意
を
離れ
た
矛
盾の
多い
も
の
で
あ
りハこ
れ
らの
点に
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つい
て
詳しくは、‘
制
抑制「
十金
大会の
核心と
深層」、

三
年十一
月号、
参照〉、
さ
ら
に
ま
た、
「
天
下
大い
に
乱
れ
る」
と

い
う
認
識は、
む
し
ろ
中
圏
内
政の一
つ
の
投
影で
も
あ
る
と
も
恩
わ

れ
る
が、
そ
れ
は
と
も
か
く、
中
国
は
こ
う
し
て
米
中
接
近に
象
徴さ

れ
た
H
緊
張
緩
和H
の
当
事
者で
あ
る
こ
と
か
ら
再
び
転
じ
て
「
革
命

外
受」
の
方
向へ
と一
定の
回
帰
を
み
せ、
ま
さ
に
そ
の
過
程
で
「
石

油
闘
争」
を
関
繋
す
る
に
い
た
り、
こ
う
し
た
経
緯
を
経て
先の
部
小

平
演
説へ
と
連っ
てい
っ
た
の
で
あっ
た。

『

自

由
』

一

九

七

2 

「
第三
世
界」
と
中
国

｜｜
資
源・
海
洋
権・
人
口

i！

こ
の
よ
う
に、
中
国の
新し
い
世
界
戦
略は、
あ
る
意
味で、
昨
秋

の
石
油
危
機に
示
さ
れ
た
「
第三
世
界」
の
反
乱に
呼
応し、
こ
れ
を

予
測
し
得た、
き
わ
め
て
ア
ク
チュ
ア
リ
ティ
i
に
白ん
だ
も
の
に
な

っ
て
い
る
とい
っ
てい
い。
「
最
近の
中
東
戦
争で
ア
ラ
ブ
諸
国は一

致
団
結し、
石
油
を
武
器
と
し
て
シ
オニ
ズ
ム
と
その
支
持
者
に
手
痛

い
打
撃
を
与
え
た。
こ
の
こ
と
は
りっ
ぱ
なこ
と
で
あ
り、
正
し
いr
こ

と
で
あ
る。
：：・
石
油
闘
争
は
人
び
と
の
目
を
光ら
せ
た。
石
油
闘
争

で
す
で
に
や
り
と
げ
た
こ
と
は、
その
他の
資
源
問
題
で
も
や
るべ
き

で
あ
り、
ま
た
や
りと
げる
こ
と
が
で
きる
の
で
あ
る」
（国
連での
卸

小
平液
鋭〉
と
の
立
場に
立つ
中
国は、
「
石
油
闘
争」
を
経た
今
日、

「
第三
世
界」
の
側へ
の
傾
斜
を
さ
らに
強め
てい
る。
「
第三
世
界

は
すで
に
世
界人
民の
両
覇
者
反
対
闘
争の
主
力
軍と
なっ
てい
る」

（
『
人

民
日

報
』

社

説

「

第
三

世

界
の

正

義
の

要

求

を

断
図

支

持

す

る
」
、

『

人

民
日
報
』

一

九
七
四

年

四

月

九
日
〉

と
の
見
方
が、
こ
の
よ
う
な

中
国の

立
場を
証
明
し
てい
よ
う。

そ
し
て
国
連
資
源
特
別
総
会
を
総
括し
た
『
人
民
日
報』
社
説
「
第

三
世
界の
団
結・
反
覇
権
主
義
闘
争の
大
勝
利」
は、
「
第三
世
界は

ふ
るい
た
ち、
意
気
さ
か
ん
で
あっ
た
の
に
たい
し、
超
大
国は
狼
狽

を
き
わ
め、
こ
れ
ま
で
に
な
く
孤
立
し、
まっ
た
く
裁か
れ
る
立
場に

ハ
『

人

民
日

報
』

一

九

七

四

年
五

月
五

日
〉

と

さ

え

み

な

し

立
た
さ
れ
た」

てい
た。

こ
の
よ
う
な
認
識に
立つ
中
国が、
七
四
年に
は
い
っ
て、
対
「
第

三
世
界」
外
交
を
再び
重
視し
は
じ
め
た
こ
と
も、
い
わ
ば
必
然の
趨

勢とい
っ
て
よい。
中
国は、
こ
の
とこ
ろ
と
く
に
積
極
的に
「
第三

世
界」
に
たい
する
招
待
外
交
を
展
開し
て
お
り、
七
四
年こ
の
互
ま

で
に
訪
中し
た
外
国
元
首
級の
政
治
家につ
い
て
み
る
と、
十
カ
国
近

い
ア
フ
リ
カ
各
国の
元
首
を
は
じ
め
と
し
て、
カ
ン
ボ
ジ
ア、
パ
キ
ス

タン、
マ
レ
ー
シ
ア、
キ
プロ
ス
な
ど
「
第三
世
界」
の
指
導
者が
圧

倒
的に
多い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。
七
四
年八
l
九
月に
は
北
京の
外

交
人
事に
大
き
な
動
き
が
目
立っ
た
が、
こ
の
期
間に
新
任し
た
約二

十
名
近い
大
使
を
地
域
別に
見
て
も、
ア
フ
リ
カ、
中
東、
ア
ジ
ア
地

域
が
圧
倒
的に
多い
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
中
国
が
資
源・
エ
ネル
ギ
ー
問
題
で
「
第三
世
界」
の
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中国の世界彬略と国際環境
立
場に
立
ち、
ア
ラ
プ
諸
国の
「
石
油
闘
争」
を
強
く
称
讃し
た
こ
と

につ
い
て
は、
右に
見
た
と
お
リ
で
あ
る
が、
資
源・
エ
ネル
ギ
ー
危

機
説
そ
の
も
の
に
中
国
が
反
発し
て
い
る
こ
と
b
知っ
て
お
くべ
き
で

あ
ろ
う。
その
論
理
は
あ
た
か
も、
核の
危
機に
際し
て
「
核
戦
争お

そ
る
る
に
足
ら
ず」
とい
う
立
場
を
とっ
た
中
国の
論
理
を
想
起
さ
せ

る
が、
中
国
は
こ
の
点に
つ
い
て
次の
よ
うに
述べ
て
い
る。
「
当
面

の
Hエ
ネル
ギ
ー
危
機H
は
主と
し
て
石
油の
供
給
不
足と
なっ
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る。
現
象
面
か
ら
み
る
と、
天
然
資
源の
問
題で
あ
る
か

の
よ
う
で
あ
る
が、
実
際に
は
線
本
か
ら
そ
う
で
は
ない。
世
界で
は

一
部の
主
要
な
資本
主
義
国
家
を
含め
てエ
ネ
ル
ギ
ー
資
額
は
大
変
豊

富
で
あ
り、
もっ
と
も
控
え
目に
見
積っ
て
も
千
年
以
上
使
用
で
き
る

の
で
あ
る。
い
わ
ん
や
生
産の
発
展
と
人
知の
不
断の
高ま
り
に
つ
れ

て、
人
び
と
は
新し
いエ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
発
見し
つ
つ
あ
る
し、
将

来
も
ひ
きつ
づ
き
発
見
する
で
あ
ろ
う。
資
本
主
義
世
界の
Hエ
ネ
ル

ギ
ー
危
機H
は、
本
質
的に
見
て、
資
本
主
義
制
度の
危
機の
反
映で

あ
る。
：：：」
「：：：
長
期に
わ
たっ
て
石
油
問
題の
瓦の
被
害
者
は

ア
ラ
ブ
諸
国と
他の
第
三
世
界の
産
油
国
で
あ
る。
大
量の
石
油
資
源

を
も
ち、
提
供し
て
き
た
中
小
諸
国
は
発
達
し
ない
貧
国
で
あ
る
の

に、
彼
らの
提
供
する
大
抵の
右油
を
消
費
す
る
国は
か
えっ
て
発
達

し
た
富
国に
なっ
た
圧
迫
あ
る
と
こ
ろ
に
反
抗
あ
り、
ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
不
合
理
な
状
況
が
第
三
世
界の
産
油
国
を
し
て
国
家
主
権と
民
族

資
源
を
防
衛
す
る
闘
争に
立
ち
あ
が
ら
せ
た
の
で
あ
る」
ハ
常鎌「い
わ

ゆ
る

H
エ

ネ
ル

ギ

ー

危
機
H

の

背

景
」
、

『

紅

旗
』

一

九

七

四

年

第
二

号
v
。

そ
し
て、
こ
うし
た
立
場の
延
長
線
上で
中
国は、
海
洋
権
問
題、

人
口
問
題
に
お
い
て
も
「
第三
世
界」
の
論
理
を
主
張し
てい
る。

去
る
六
月
か
らベ
ネ
ズェ
ラ
の
カ
ラ
カス
で
開
か
れ
た
第三
次
国
連

海
洋
法
会
議は、
今
日の
世
界に
お
け
る
国
家エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
存
在が

い
か
に
色
濃く
観
雑
多
様
な
も
の
で
あ
る
か
を
浮
き
彫リ
に
し
た
が、

中
国
は
そこ
で
も
ブ
ラ
ジ
ル、
エ
ク
ア
ド
ル
な
ど
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
が
主
張し
たこ
百
カ
イ
リ
領
海
説
を
強
く
支
持し
た。
閉
会
議で
発

言
し
た
柴
樹
液・
中
国
代
表
団
長は、
こ
こ
で
も
「
中
国は
発
展
途
上

の
社
会
主
義
国で
あ
り、
第
三
世
界に
印刷し
て
い
る」
と
再び
主
張し

つ
つ、
「
わ
れ
わ
れ
は
海
洋
法
を
め
ぐ
る
闘
争が
先
鋭で、
複
雑
な
も

の
で
あ
り、
覇
権主
義
勢
力は
けっ
し
て
自ら
歴
史の
舞
台か
ら
ひ
き

さ
が
ら
な
い
とい
うこ
と
を、
見
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない」
と
し

て
「
海
洋
法
闘
争」
を
激し
く
鼓
吹し
た
の
で
あ
る
q北京
周報』
一

九

七

四

年

第
二

十
八

号
〉
。

次に
去
る
八
月、
プ
カレ
ス
ト
で
聞か
れ
た
国
連
人口
会
議で
も、

ア
ジ
ア
諸
国
や
欧
米
先
進
国の
人口
抑
制
策
を
批
判
し
て
「
天
下
大い

に
乱れ
る
現
在、
第三
世
界の
人口
が
急
激に
増
加し
て
い
る
こ
と
は

大い
に
よ
い
こ
と
で
あ
る」
と
述べ、
「ニ
つ
の
超
大
国は
人口
爆
発

とい
う
ウ
ソ
の
轡
告
を
声
高に
発し、
人
類の
将
来
を
悲
観
的に
描い

て
い
る
が、
こ
れ
はマ
ル
サス
主
義
を
思い
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

て、
別の
目
的の
た
め
の
宣
伝で
あ
る」
〈
世界人口
会継に
おける
貧
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樹
則・
中国
代表
団長の
発言、．一
九七四年八
月二
十一
日〉
と
主
張し、

資
源
問
題と
同
様
に
「
人
類の
将
来
は
無
限に
明る
い」
と
語っ
て、

い
わ
ゆ
る
「
人
間
資
本」
論
を
大い
に
展
開
し
た
の
で
あっ
た。
こ
う

し
て
中
国は
国
際
間の
協
調に
よ
る
人口
抑
制
計
画の
作
製に
強
く
反

対
し
た
の
で
あ
る。

3 

中
国
世
界
戦
略の
陥
穿

資
源・
海
洋
権・
人
口
の
諸
問
題
を
通
じ
て一
貫
し
て
い
る
中
国の

立
場は、
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係の
増
大とい
う
国
際
的
現
実に
た

い
す
る一
つ
の
挑
戦
で
あ
り、
国
際
協
調
は
もっ
ぱ
ら
米ソ
両
大
国の

利
益
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
あ
る
とい
う
認
織に
立つ
も
の
で
あ
っ

て、
こ
の
よ
う
な
中
国の
立
場は、
「
わ
れ
わ
れ
は、
各
国の
事
柄は

各
国
人
民
自
身に
管
理
さ
せ
るべ
き
で
あ
る」
とい
う
郵
小
平
演
説に

基づ
く
も
の
で
あ
る。

で
は、
以
上で
見
た
中
国の
新し
い
世
界
戦
略
は、
今
後
ま
す
ま
す

その
有
効
性
を
発
揮
す
る
の
で
あ
ろ
うか。
そ
こ
に
は、
中
国の
世
界

戦
略
を
受
けい
れ
る
側
と
し
て
の
「
第三
世
界」
の
戸
惑い
と
と
も

に、
検
討
すべ
きい
くつ
か
の
間
題
点が
存
在し
て
い
る
こ
と
も
否
め

な
い。ま

ず
第一
に、
今
日の
世
界に
社
会
主
義
陣
営
が
存
在し
な
く
なっ

た
と
い
う
中
国の
認
識
につ
い
て
で
あ
る
が、
こ
の
よ
う
な
立
場は、

ソ
連
以
外の
社
会
主
義
諸
国、
と
く
に
北ベ
ト
ナ
ム、
北
朝
鮮に
とっ

て
は
受
けい
れ
が
た
い
認
識
で
あ
ろ
う。
束
欧
諸
国
を
含む
広
範な

「
反ソ
統一
戦
線」
の
形
成の
た
め
に
こ
そ、
従
来の
「
中
間
地
帯
論」

に
か
わ
る
世
界
戦
略
を
中
国は
必
要と
し
た
の
だ
が、
その
こ
と
は、

社
会
主
義
踏
圏
内
部に
お
け
る
中
国の
孤
立
化
を一
層
促
進し
か
ね
な

い。
こ
れ
は一
つ
の
矛
盾で
あ
り、
ジレ
ン
マ
で
あ
る。

第こ
に
は、
反ソ
路
線の
形
成と
中ソ
対
立の
深
化が
も
た
ら
す
中

国の
対
外
戦
略の
な
か
で、
中
国がヨ
ーロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
北
大
西

洋
条
約
機
構ハN
A
TO〉
を
高
く
評
価し、
ア
ジ
ア
に
おい
て
は
日

米
安
保
体
制
や
日
本の
防
衛力
を
評
価
す
る
立
場に
転
移し
た
こ
と
が

も
た
ら
す
社
会
主
義
諸
国、
世
界の
革
命
勢
カ、
「
第三
世
界」
諸
国

な
どの
反
発
や
戸
惑い
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る。
中
国
自
身の
ナ

シ
ョ
ナ
ル・
イン
タレ
ス
ト
に
とっ
て、
こ
の
よ
う
な
選
択は
不
可
避

で
あっ
た
と
し
て
も、
こ
の
立
場を
正
当
化
する
論
理
を、
中
国はい

まだ
も
ち
あ
わ
せ
て
い
ない。

第三
は、
最
近の
中
国に
見
ら
れ
る
キッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
批
判
や
覇
権

主
義・
超
大
国
批
判と
し
て
の
対
米
批
判に
も
か
か
わ
ら
ず、
ニ
ク
ソ

ン
H
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
政
権に
接
近し、
彼ら
を
招
制し
た
の
は
当の

中
国で
は
な
かっ
た
か、
とい
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
する
の
は
当
面
む

ず
か
し
い
とい
う
こ
と
で
あ
る。
こ
の
点で
は、
十
金
大
会で
周
思
来

がレ
lニ
ン
の
言
葉
を
引い
て
説
明し
よ
うと
し
た
「
ギ
ャ
ン
グの
論

理
」
（「
ギ
ャ
ン
グ
か
ら
受
け
る
寄
怒
を
少
な
く
す
る
た
め
に
ギ
ャ
ン
グ
に
カ
ネ

と
武
緊
を
与
え
る
者
ど、

盗
品
の
分
配
に
加
わ
る
た
め
に
そ
れ
ら
を
与
え
る
者
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と
を区別すべ
きだ」
とい
う
説明〉
が
どこ
ま
で
有効
性
を
も
つ
も
の

か、
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ない。

第
四に
は、
資
源
・
海
洋
権
・人
口
の
諸
問
題
で
の
中
国の
立
場
そ

の
もの
が
もっ
矛
盾し
た
側
面
で
あ
る。
中
国は
今
日、

有数の
産
油

国
で
あ
り、
資
源
保
有
国で
あ
る
が
ゆ
え
に、
ア
ラ
ブ
賠
国の
「
石
油

闘
争」
を
鼓
吹し
得る
の
で
あっ
て、
中
国の
立
場は
こ
の
点で
同
じ

く
「
第
三
世
界」
で
も
非
産
油
国の
共
鳴
を
得る
も
の
に
は
な
り
得
な

い
で
あ
ろ
う。
海
洋
権の
問
題
に
し
て
も
中
国の
主
張は
内
陸
国、
非

大
陸
沿
岸
国の
利
害
と
は・一
致し
ない。
人
口
問
題に
つ
い
て
は、
中

国
自
身が
世
界
で
もっ
と
も
徹
底
し
た
人
口
抑
制
策
を
とっ
て
い
る
こ

と
を
H
タ
ナ
上
げM
し
て
い
る
で
は
ない
か、
といっ
た
批
判
が、
人

口
問
題
に
悩
む
ア
ジ
ア
諸
国か
ら
も
す
で
に
出は
じ
め
て
い
る。

こ
う
し
て
中
国の「
第三
世
界」
戦
略
自
身が
中
国
自
身の
国
家エ
ゴ

イズ
ム
に
基づ
く
も
の
で
は
ない
か
といっ
た
疑
念
や、
中
国
は
「
第

正 ゼ
ヨユーぜむ
し�宝互
依場
ト 伊ち

中国の世界再事絡と国際環境

三
世
界」
の
反
乱
を
鼓
吹
する
こ
と
に
よっ
て、
結
局、
自
国の
利
益
と

プレ
ス
ティ
lジ
の
増
大
を
は
か
ろ
うと
し
てい
る
の
で
は
ない
か、

といっ
た
懐
疑が、
当の
「
第三
世
界」
の
側
に
広
く
底
流
し
て
い

る。
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そ
し
て
第
五
に
は、
と
くに
ア
ジ
ア
の
周
辺
賠
固に
多い
戸
惑い
で

あ
る
が、
中
国が一
方で
「
国
家
外
交」
を
展
開
し
つ
つ、
他
方で

「
革
命
外
交」
に
再び
復
帰しつ
つ
あ
る
か
の
よ
う
な
状
況につ
い
て

で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
中
国の
姿
勢が
中
国に
伝
統
的
なニ
面
外
交の

反
映
な
の
か、
中
国と
こ
れ
ら
革
命
勢
力
と
の
合
意の
うえ
で
の
作
戦

な
の
か、
そ
れ
と
も、
「
毛
沢
東
以
後」
の
時
代へ
の
転
換
期に
あ
る

今
日の
中
圏
内
部の
流
動
的
な
内
政
上の
角
逐の
反
映
なの
か、
こ
れ

ら
ア
ジ
ア
諸
国は、
な
お
時
聞
を
か
け
て
中
国の
立
場
を
見
極め
ね
ば

な
ら
ない
だ
ろ
う。

戒
厳令
を
施
行
し
てフ
ィ
リピ
ン
共
産
党
を
強
圧し
てい
るマ
ルコ

・1，常剛S抗告牛軍t�＇日砲店・スーパー・帯電玉
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ひだすらさわやか
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ス
大
統
領
夫
人
を
周
思
来
総
理
ら
国
務
院
系の
行
政
官
僚が
迎
え
る
反

面、
い
わ
ゆ
る
文
革
諸
勢
カに
よ
る
ア
ジ
ア
の
革
命
勢力
支
援の
動
き

が
見
え
る
現
実
も、
注
目
すべ
きこ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
ない。

む

す

び

以
上
を
通
じ
て、
中
国の
新し
い
世
界
戦
略の
可
能
性と
そ
の
問
題

点
を
検
討し
て
き
た
が、
最
後
に
こ
の
よ
う
な
中
国の
立
場が
日
本に

とっ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
もつ
か
にふ
れ
て
み
た
い。

わ
れ
わ
れ
は
去
る
九
月二
十
九
日、
日
中
国
交ニ
周
年を
迎
え
た。

こ
の
問、
日
中
間の
実
務
的
な
諸
協
定
も
徐々
に
実
現し、
日
中
間の

諸
交
流
も
増
大し
た。
に
も
か
か
わ
ら
ず、
日
・中
両
国
が
ア
ジ
ア
に
お

け
る
宿
命
的
な
「
異
母
兄
弟」
で
あ
る
とい
う
両
国の
歴
史
的
位
相は

厳
然と
し
て
存
在し
て
お
り、
一
時の
友
好ム
l
F
だ
け
で
は
処
理し

得
ない
問
題
も
数
多い。
そ
うし
た
な
か
で、
中
国の
新しい1
世
界
戦

略
を
考
え
た
場
合、
そ
れ
が
基
本
的に
わ
が
国の
立
場と
相
容
れ
ない

も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ない。
ア
ラ
ブ
の
「
石
油
闘
争」

を
支
持し、
領
海ニ
百カ
イリ
を
強力
に
主張し、
人
口
抑制
策に
強

く
反
発
する
中
国の
立
場は、
「
第三
世
界」
に
お
け
る
多
国
籍
企
業

の
固
有
化
を
鼓
吹
する
立
場に
も
通
じ、
「
第三
世
界」
に
た
い
する

わ
が
国の
経
済
援
助、
借
款、
技
術
協
力
さ
ら
に
は
国
際
分
業
な
どの

面
で
も
根
本
的に
相
容
れ
ない
も
の
を
も
っ
て
い
る。
こ
の
点は、

「
わ
れ
わ
れ
は、
発
展
途
上
国
が
す
べ
て
の
外
国
資
本、
と
り
わ
け

『
多
国
籍
企
業活
に
た
い
し、
支
配、
管
理
を
お
こ
ない、
さ
ら
に
は

国
有
化
する
の
を
支
持
する」
とい
う
郡
小
平
演
説
に
よっ
て
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う。
も
と
よ
り、
わ
が
国の
回
中
政
権（回中・
大平ライン）

に
た
い
する
中
国の
支
持は
今
日
依
然と
し
て
強
く、
「
第三
世
界」

の
反
乱
を
鼓
吹
す
る
中
国が
問
中
首
相一
行の
東
南ア
ジ
ア
訪
問に
際

し
て
の
反
日
デ
モ
を
ほ
と
ん
ど
黙
視し、
ア
ジ
ア
諸
国の
反
日
行
動へ

の
支
持
を
まっ
た
く
表明
し
て
い
ない
こ
と
に
も、
そ
れ
は
あ
ら
わ
れ

て
い
る。

だ
が、
その
よ
う
な
日
本へ
の
w
支
持M
は、
中
国が
両
超
大
国、

と
く
に
対ソ
戦
略の
う
え
で、
必
要と
する
か
ぎ
り
に
お
い
て、
とい

う
限
界
内に
お
け
る
現
実で
あ
る
こ
と
を
知るべ
き
で
あ
り、
核
に
た

い
す
る
日
中
両
国の
立
場の
根
本
的
な
相
異と
問
機に、
ま
さ
に
「
天

下
大い
に
乱
れ
る」
今
日の
世
界に
対
処
すべ
き
根
本
姿
勢
に
お
い

て、
日
中
両
国の
立
場は
あ
ま
り
に
も
陥っ
て
い
る、
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
る
まい。
こ
の
点で、
わ
が
国の
い
わ
ゆ
る
「
資
源
外
交」
も、

中
国の
「
第三
世
界」
戦
略と
根
本
的に
相
容
れ
ない
も
の
を
含
ん
で

い
る。
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その
よ
う
な
厳
然た
る
食い
違い
を
十
分に
認
識し
た
う
え
で、
な

お、
「
毛
沢
東
以
後」
の
時
代に
も
接
続し
得る
日
中
関
係の
長
期
的

安
定の
道
を
求
め
ね
ば
な
ら
ない
とい
う
困
難
な
努力の
連
続こ
そ、

日
中
関
係の
宿
命で
あ
る
よ
うに
私は
考
え
て
い
る。


